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論文内容要旨
 緒言
 シ ダ類には橦子植物 と同様, 多数の 庫間雑種や種内, 使間の培数体が知られて いる。 種間雑種と
 それらの推定される両親檀は交雑実験によって比較検討でき, 若干の報告があるが, 誘導無配生殖
 ( indu ced apogamy ), 誘導無胞子生値( induced apospo ry )を硬内或いは撞間
 の倍数体の解 析に用いた 研究 報告は 殆んどないようである。 な蔚. 無配生殖により 得 られた造幅木
 では有性生殖によって生じた 正常な造胞体に比し, 細胞の染色体数は半分になり, 無胞子生殖, 有
 性生殖 を経て生じた造胞体では正常なものに 比 し. 細胞の染色体数は2倍になることがよ く知 られ
 ている。 筆者は日本に産する若干の博のうシダの 交雑, 無配生殖, 無胞子生殖によって造胞体や前
 葉体を得たが, これらと有 性 生殖によって生じた正常な造胞体とを庭来殆ん ど重視されなかった若
 い時 期のものについて比較 したところ, 明らかな形態差 があること が判ったの でその結果を 報告 し
 且つそれ らのシグの類縁関係を考察す る。
 観察と考察
 1・A ゼンマイとヤシャゼンマイとの交雑
 ゼンマイ(Osmunda jaPOniea), ヤシャゼンマイ ( O. lancea)の有・1生生殖によっ
 て生じた造胞体は若い各時期(均等 二又分岐葉脈をもつ最後の栞, 仮軸状分岐葉脈をもつ最初の葉,
 最初の1回および2囲羽状複葉)にむいて, 葉身, 羽片, 小羽片の形, 羽片の中助と1則脈の左右角
 度, 主軸と葉柄の断面の輪郭で明瞭に区別され, オオバヤシャゼンマイ( O. ユamcea ▽ar.
 ユa七i pin ロuユa )の・有 性生殖によって生じた造胞体の若い時期の葉は, 砲子葉を着ける特 期の
 栄養葉と同様, 上 記の 各形質でゼンマイとヤシャゼノマイ の 中間 型を示 した。 ヤシ ャゼノマイの.雄
 性前葉体, 人工雌i性前葉体(造精器を着ける部分を切り離したもの)に ゼンマイのリボン状雄前葉
 体を伺 着さ せて 得た雑種は上記の各形質で両親桓の中間型を示 し, オオバヤシャゼンマイ とやシャ
 ゼンマイとの雑種である という考え(倉田 19 62, 志村 1964)を 支持する。
 1・B ゼンマイ, ヤシャ ゼンマイ, オォバヤシャゼンマイの無胞子生殖
 無胞子生殖を誘導する方法と して主に, 造胞体の初期の葉を切り離 し, その 湿った培地に置く
 Goebel( 1908 )の方法と, 若い造胞体を傷つけ長期間養分を 与えない Lang (1924)の方
 法が知られているが, ヤシャゼノマィ、 オオバヤシ申ゼンマイ, ゼンマイ はどち らの方法でも無胞子
 生殖を行い, その形成率は上記の順に高いことが観察された。 造胞体の 初期 の葉が水に浸るように,
 したGoebelの方法ではやシャゼンマイのみか行い, ヤシャゼンマイ, オオバヤシャゼンマイ、
 ゼンマイ の順に河川から離れて生 有すること(志村 1964 )を考慮すると, これら 2橦 t変撞, 特
 にヤシ ャゼンマイは野外で も無胞子 生殖を 行 っている可能性が考え られる。 ヤ 少ヤゼンマイ, の無 一
 胞子 生殖, 有性生殖を猛て生じた造胞体は, 胞子発芽, 有性 生殖を経て生じ た正常な造胞体に比 し,
 葉の孔辺細胞は大きく, 肉は厚く, 脆く折れやす く, 縁辺は上側にそりかえる傾向があり, 外形か




















 に比 し, 葉の孔辺細胞が大きく倍数体関係にあると推定されるが, まだ初期の発育段階のため, 形
 態の異同については今後の課題にしたい。 ゼンマイの無胞子 生殖による前葉 体は受精活動 を全く行
 っていないが, これは造精器中の精子が成 熟 しないか・ 或いはその活動性の 弱さが原因 と考えられ
 る。 ヤシャゼンマイ の無胞子生殖, 有性生殖を経て生じた造胞体, ゼンマイ の無胞子生殖による前
 葉体 1♀〕 と胞子発芽による前葉 肉 δ1 との交 雑実験によって生じた造胞体, それ ぞれの若い嬉 期の 葉
 の形はオオバヤシ卑ゼンマイに類似するもの もあり, これらの推定倍数体はゼンマイとヤシャゼンマ
 イの中間型が多様性 を示 す一因になると考えられる。
 2・A イワガネノウとイワガネゼンマイとの交雑
 イ ワガ ネノ ウ( Ooπ乞ogrαr7～↑πε グαpo 1亮 oα )とイ ワ ガネ ゼンマイ (04 }猷 8丁肌ε己乞α )
 の有性生殖によって生じた造胞体は第1葉から複葉になるまでの開田葉数, 最後の単葉の形, 最初
 の1回および2回 羽状 複葉に於いて葉脈の網目 の有無, 葉脈 の先端が鋸 歯の 下底に 達するか舎かで
 明瞭に区別できた。 ・一方, イ ワガネノウの人工雌性前葉体にイ ワガネ ゼンマイの リボン状雄性前葉
 体を ト」 着させて得た雑種は, 上記の各形質で両親裡の中間か どち らかの形質 を示 し, 減数分裂博の
 染色体行動からイヌイ ワガネノウ(0、ブαp の面 oα Var F吻γz 禽 )は雑憧であるという栗
 田(1963)の 考え を支持 し, その両親 僅はイワガネノウとイ ワガネ ゼンマイ であることが示唆さ
 れ る0
 2・B イワガネノウの無配生殖
 イ ワガネノ ウは通常. 有 †生生殖を 行う がしaロg(1898 )の 無配生殖を 誘導する 方法に 準じ、
 前業体を長時 間培養する方法で無配生殖による造胞体を多数 得た。 理論的に有性生殖 による造胞 /本
 は無配生殖によ る造胞 体の同質 倍数体であ るが, 業の 孔辺細胞の 大きさ の違いからも両者は 倍数 体
 の関係にあるこそが推定できる。 この無配生殖によって生じた造胞体は羽片, 小羽片の 巾のホノバ
 ノイ ワ ガ ネノ ウ(0、.フαporLfσα var、 gγ`z o乙∠乞3 )に類像えした。 このこと と栗II(1963α、




 チチ ブイ ワガネ(C.乙rL流産r肌8記乞〔z £、ギ03召乙)は倉・田(1955)により葉の両面に毛かあ
 ることでイ ワガネゼンマイの品裡とされている。 宮城県高給に自生するチチ ブイ ワカネは9～ 10
 月に胞子を成熟す るが, 採取の 年に胞子 を播け ぱ成熟 した前葉体の形は リボ ン状が多く その辺縁に
 は, 造剋体にみられる鱗片と, 細胞の大きさ以外は形態で一致する付属物を生じ, ほぼ同疇期に有
 性生殖ばかりでなく無配生殖によっても造砲体を 形成 した。 しか し, 採取の年の翌春に播けは, 正
 常な 心臓 形の 前集 体を生じ, 有性 生殖のみ を行 つた。 このことは今迄, 無配生殖を誘導す る要因 と
 された考え(Hei即 1986, Lang l898, 日eilbronロ 1910, Brown 1923 )
 では説明されがたく, また糖を用いた無菌培養法( Whi“ier 1964)では得られず, チチブ
 イワガネの 特性のひとつに あげ られる。 無配生殖による造胞 体の 大半は葉脈 が羽状に分岐 した第1








 チチブイ ワカ不とイワヵネゼンマイ とを比較して次のことか判 つた0 23」C. 4001Uxの連続光
 の生育量でイワガネゼノマイは年間を逸 して葉を発達さ せる が, チチ ブイ ワガネは同条件下で造胞
 体の初期を除くと冬期に入れ は葉は枯れ る。 こ. れはチチブイ ワガネの自 生地 (高話)でも雌かめら
 れた。 チチブイ ワガネは根の先端に不定芽を形成 し, 独特の栄養繁殖を行うかイワガネゼンマイに
 この繁殖法は観察されなかった。 イワガネゼンマイは1回羽状複葉¢)最初と最後:の発育段階にかけ
 て羽片総数を3から5～7へと増すかチチブイ ワカネのその数は3と変らず, 次の2回羽状複葉期
 に入る。 その為巖初の2回羽状複葉の羽片, 小羽片の総数はチチブイ ワガネの方が少ない。 チチブ
 イワガネか根茎の醐副を始める1博 期(第 7葉め頃)はイ ワガネ ゼンマイのその時 期(第 ユ8葉以降)
 よりもはるかに早い。 以上の如く, チテブイワガネとイワガネゼンマイとは造胞体の若い時期で既
 に明らかな区別ができているこ一とから, チチブイワガネはイワガネゼンマイの晶樺というより,変
 健ないしは裡として扱かわれてもよいと考える0
 3・A ナ ノノ ツ■ キシ グの無自己生動白
 Lang( 1898)・0 力1却。 〔1〔い・ ナカサキシダ( Dry・P五εr 商 翫 8加 昭 あ )」D無配生,
 殖によって生じた 造胞体は有性 生殖によって生じた造胞体に比 し, 単葉から複葉へ移行する時 期が
 早い。 このことは羽片の成裂か深裂かが重要な区別点となっている。 ナカサキシダとナガサキシグ
 モ ドキ( 〃' Toyαη7αβ)にむい て柴田 (1963b) や平林(197 0) が述べるナヵサキシ ダ( 1z =
 82)とナ ガ'り一キシ タ'モ ドキ(η一 12 3/2 )との類縁関係の解明に 役立つと考えられる。
 3・B クマワラビの
 クマワラビ( ∫) アy O“ 加 短3 ∠αρεrα)り黒胞子生殖(Goebel l908 の方法による)
 によ。て 生じた前葉 体は仮根, 造 精言ll等 ¢) 大きさでオク マワラ ビ( Z). 1ム 瞬.プ。 ηη 乙3)の胞子発芽
 によって 生じた削梨 1本と 1以ているか, ま だ造胞体の段1・皆 ではな いた め. 三 井(1967)のクマワラ
 ビ(随一 41) とオクマワヲビ(π一 82) は同質倍 数体であるという考えの検討は今候に残されて
 いる0
 3・C ハチジョウカ.クマこ)無、胞子生殖
 三井(1972) はコモチシ ダ(『ooα1ωα了d～α or乙87しえα∠ぎ3, 1L - 68 )がハチジョウ カク
 マ(1鑑 OT乞飢託α々3 VaL.1'oγ切03απα・ π一34)の同質倍数体であると考えている。し
 かし, ハチジョウ カグマの無胞子生殖( Goebel法による ), 有佳生殖 を縦で生じた造胞 体はコ
 モチシ ダの胞子発 芽, 有性生殖を経て生じた造胞体に比 し, 若い時期の単葉形。 葉脈の網目の太き 一
 さで同一とはいえず ハチ ジョウカグマの無胞子生殖 によって f尋 られた前葉体が無配 生殖を 行いやす
 いことや, 無胞子生殖, 有性生殖を経て生じた造胞体の第ユ葉(または第2葉以降も )に奇形か現
 われやすいこと, 三井の考えは再 考の 余地 があるように思われる。
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 論文審査結果の要旨
 日本産の若干の薄のうシ ダの交雑, 無配及 び無胞子生殖を誘導して生じた造胞体や前葉体と, 正
 常な有性生殖を経て生じたもの との若い時期 の, 主と して葉の形質について比較 した。
 交雑実験 では. ヤシ ヤゼンマイと ゼンマイ, イワガネノウとイワガネゼンマイとについて, リボ
 ン状の雌性配 偶体を雌性配偶体に付着きせる ことによ り, 夫々の両 親種の雑種 とされているオオバ
 ヤシャゼンマイ ・イヌイワガネノウの形質 を示す ものが得 られたこと は推定を裏付けるものと考え た。
 前葉体を長期間培養する Langの方法でイ ワガネノウ, チチ ブイ ワ ガネ, ナ ガサ キシ ダで無配生
 殖の誘導に.成功 した。 これにより 生じた造胞体と有性生殖によ る造 胞体とは倍数体関係があるが,
 この ことは葉の孔辺細胞の 大き さの違い でも判る。 イワガネノウ (π一60) の無配 生殖 によ る造胞
 体の 羽片, 小 羽片の巾 がホノバイワガネソウ(π一30)に略等 しいことと染色 件数か ら両者が同質
 倍数体であるか, かつて はその関係にあ つたものと考えた。 チチブイワガネでは胞子を年内に く
 と, 多くのリボン状前葉体が作 られ, 縁辺に造 胞体のものと同様 の鱗片状附属 物を生じ, 有性生殖
 と無配生殖も行うが, 翌春に くと正常 な前葉体を生じ有性生殖のみが起ることは, 従来の無配生
 殖誘導の 要因と考えられていた ものだけでは説明できずチチ ブイワガネの一特性である, 更に夏緑
 性, 根端の不定芽形成, 一回 羽状 複葉の 羽片総数が3, 第 7葉め頃から根茎が匍匐 する ことで, イ
 ワガネゼンマイの常緑, 根は不定芽 を形成 しないこと, 一回 羽状複葉の 羽片総数が3～7と増加 し,
 第18 葉以降で根茎が飼 創することなどで異なり, 単に葉 の両 面有毛であることで品 種扱いされ てい
 るのは妥当でない。 ナガサキシダの誘導無配生殖による造胞体は IE常の造胞体に比し単葉から複葉
 への 移行が 早く,' ナガサキ シダモ ドキとの関係を考える上て重要で あると考えた。
 次に無胞子 生殖は Goebel法, Lan g法な どで誘導出来る。 ゼノマィ属では誘導率はヤシャ,
 オ オバ, ゼンマイの順に下る。 葉を水に浸 した状態ではやシャゼンマィのみに起るが, こ. れはポ種
 が最も水際に近く 生育 していることから, 三者は少なくもヤシャゼンマィは野外でも無抱子宝殖を
 行っていると考えた。 クマ ワラ ビ, ハチジョゥヵグマの無炮子生殖を経て 生じた造炮体はコモチシ
 ダの 正常 な造 胞体と一致 しないので後 者が同 質倍数 体で ある との 説を疑問とした。
 よ って, 小高鉄夫提 出の論文 ま理学博 士の学位論文 と して合格と認め る。
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